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情をかける

お情けを

情に厚い

共感

寄り添う

あわれ

目に見えな

い心の働き

人間関係の中にあ

らわれる心の働き

老人が詐欺にあう

孤独、寂しい

存在承認

私がここに在ること

を気付いてください

お情けを

エロス

快を求める

人間と人間との

利害関係

情報

事情

情勢

現実の関係そのもの

利害関係そのもの

現実を憂える

不快

目に見えるのは現実。

現実の推移の中に目に見

えない心が宿る

かなしみ

悦び→自らの存

在承認

相互依存の

関係

人間だけでなく、動物、

植物など、地球を共有

する生き物として情を

かけ、感ずる
快を求める→エロ

ス（欲望）

人情（草枕）

ロゴス

言葉

非人情（草枕）

いたわる

思いやる

昔は情があった

村落などの共同体

での助け合い

江戸時代の寺子屋での

論語等で倫理教育

宗教が一定の役割

異質なものを排除

→同類で安心する

→快

明治の女（渋沢栄一の母）

「あんただけがうれしいだけ

じゃなくて、みんながうれし

いのが一番なんだで」

戦後の倫理抜きの個

人主義教育の問題

いたわる、思いやりの情を持

つにはどうしたらいいか

倫理教育 人の道

悦び



＜おまけ＞

渋沢栄一『論語と算盤』より

常識とはどのようなものか

智（知恵）、情（情愛）、意（意志）の三つがバランスよく成長したもの

人情に通じ、世間の考え方を理解し、ものごとをうまく処理できる能力

⇒「常識」という

「智」は物事を見分ける能力のこと

善悪、プラス面マイナス面を見抜けなければ、どれだけ学識があっても宝の持ち腐れ

自分の利益のためには他人を蹴飛ばしても気にしない、ということも起こる

知恵が働く者は原因結果を見抜けるため

「情」が加わることによってバランスを保ち円満な解決を与える

瞬間的に沸き上がりやすく、悪くすると流されてしまう

喜び、怒り、哀しみ、楽しみ、愛おしさ、憎しみ、欲望⇒七つの感情

「意」意志によりコントロール

精神活動の大本

あるべき姿、ねばならない

動きやすい感情をコントロールする

意志ばかりが強くて他の「情」や「智」がともなわないと単なる頑固者、強情者

根拠のない自信、自分の主張が間違っていても直そうとせず、ひたすら我を押し通す

渋沢氏の体験に基づく実践的解釈

「国家社会の利益ため」という「明治の国家主義」を体現している

智（超自我＝

スーパーエゴ、

父、神、天）

情（エス、エロ

ス＝欲望）

意（自我、エゴ

＝私）

人間の精神作用の三要素

智・情・意の各要素は相互に作用、依存

しあいバランスを保っている。この中で

は「情」こそ最も基底にある精神作用で、

欲望＝エロスに根拠を持つ

強い意志 聡明な知恵 情愛で調節


